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本日ここにおいでの皆様、ご入学おめでとうございます。皆様を本センターにお迎えできて大

変嬉しく思います。ご存知の方もいらっしゃるかと思いますが、放送大学と山梨学習センターに

ついて、少しお話しします。 

放送大学は、社会人に生涯学習と大学進学の機会を提供すること、などを目的として昭和58

年(1983)に通信制の大学として設置されました。昭和60年(1985)に東京都といくつかの関東の県

に学習センターを開設し学生の受け入れが、始まりました。そして、山梨学習センターは昭和63

年８月に、甲府地区学習センターとして開所しました。昨年12月には、来生学長をお迎えして、

開所30周年の記念式典をおこなったところです。現在は31周目の第３コーナーから第４コー

ナーに入りつつあるところです。これからも、山梨の生涯教育を支え、地域の高等教育と文化の

発展に寄与するセンターとして、皆様とともに歩んでいきたいと考えています。このことは、こ

のセンターに所属する皆様が、それぞれのペースで、しっかり学習を積み重ねることを期待する

ことでもあります。  

さて、先ほど「ご入学おめでとう」と申し上げました。確かに、「入学」と「お祝い」は密接

につながっています。これから社会人を目指す、高校や一般大学への入学ですと、多くの場合入

学試験があり、それを乗り越えて、目指すものに近づいたという意味で祝うことは、ごく自然で

す。小学校や中学校の入学は、入学試験は受けない場合が多いでしょうが、入学できるまで成長

した、という成長の節目にあたることで、入学を祝い、「おめでとう」という言葉が湧いてくる

のでしょう。 

さて、放送大学の入学で「おめでとう」という言葉を投げかける意味は何なのか、考えてみま

した。皆さんの多くはすでに社会人です。放送大学の入学は入学試験を突破してきたわけでもな

く、成長過程の何かの節目にあたるわけでもありません。私は、放送大学での入学は、学びのス

タートラインにたどり着いたことを祝うのだと思います。学ぼうと決断すればいつでも、放送大

学には入学できるわけですが、学ぼうと決断することは、そうたやすい事ではないように思いま

す。入学の動機はさまざまでしょう。資格取得のため、好きなことを学びたい、誘われてなんと

なく入学、などもあげることができるかもしれません。もちろん、学位取得、すなわち卒業のた

めに入学される方もたくさんいらっしゃいます。共通するのは、ご自分の持ち時間のいくらか

を、学習に使おうと決断された、ということです。気高い決断だと思います。そう決断されたこ

とをお祝いしたいです。 

ある卒業生が卒業にあたって述べた文章にこういうのがあります。放送大学に入学した時、

「今から大学で勉強したって何になるの？」と質問を受けたそうです。はっきりした答えは思い

つかないので、最初は、「趣味の一つが勉強する事です」と答えていたそうです。学習を重ねる

につれて、「名前でもない、職業でもない、「自分」を探すためかな。」と思うようになった、

そのため卒業後再入学します、と綴っています。名前でもない、職業でもない、「自分」という

ものに思いが至るとはすごいと思いませんか。 

来生学長は三月の学位授与式の式辞で生涯学習に触れて、「生涯にわたって学習を続けるとい

う生き方は、自らの内にある、未知や無知に対する鋭い自覚を保ち、その克服によって進歩する

よろこびを持ち続ける強靭な生き方である」と述べています。自分の未知や無知に気づき、それ

を克服することにより進歩する、そのことを喜びと感じることができたら、素晴らしいと思いま

せんか？ 

今日皆さんは、名前でもない、職業でもない、「自分」を見つける、あるいは、未知や無知を

克服し進歩する喜びを求める、そういうスタートラインに立っています。ゆっくりでもいいです

から、歩み続けることを期待いたします。学習センターの教職員一同が応援いたします。 

本日はご入学、おめでとうございます。 

式 辞 

                                                   放送大学山梨学習センター所長 平山公明 

入 学 者 の 集 い 
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4月7日(日)山梨学習センター講義室２において「2019年度第1学期入学者の集い」が開催

されました。山梨学習センター所属の入学者は教養学部179名、大学院13名です。 

平山所長の式辞、入学生代表野田さんの挨拶に続き、ご来賓としてご出席いただいた、山

梨学習センター同窓会長網倉様と本年3月名誉学生*となられた平賀様よりご祝辞を頂きまし

た。 

今後の学生生活が有意義なものとなりますよう職員一同お祈り申し上げます。 

私事ではありますが、看護専門学校を卒業してから、昨年まで23年間看護師として実践を

行ってきました。看護の仕事から離れて一年間、かねてから興味があった研修や講義を受講し

改めて大人になって学ぶことの楽しさに気付きました。 

働きながら学べる大学を探し、山梨県内で通学でき多才な講師陣が揃った放送大学に入学す

ることを決めました。私は、『昭和』から『平成』に変わった時に高校生でした。それから

30年が経過し、新たな令和という変革の時代に突入した記念すべき年に大学生となりまし

た。 

これから新しい一歩を踏み出すと同時に、新たな仲間とともに学び成長し続ける喜びを分か

ち合い、日々の努力を積み重ねていきたいと思っております。 

ご指導を頂く諸先生方や関係職員の皆様、並びに諸先輩方には、何かとお世話になると思い

ますが、 よろしくお願い致します。 

入学生代表として、僭越ながら一言とさせて頂きます。 

 ＊名誉学生：教養学部のすべてのコース(又は専攻)を卒業された方に授与される称号 

入学生代表 野田美和 

教養学部教養学科 生活と福祉コース 

入学生代表のことば 

南に富士山、北に八ヶ岳を構え春の美しい風景に囲まれたこの甲

府盆地で、めでたく大学生になれたことをうれしく感じておりま

す。そして、本日お忙しいなか放送大学関係者のみなさま、『入学

者の集い』を開催して頂けたことを誠に感謝しております。 
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学生生活を振り返って 
 

放送大学名誉学生 平賀昭子 

名 誉 学 生 寄 稿 

平成13年10月に全科履修生として山梨学習センターに入学し20年3月に「人間の探究」コー

スを卒業、31年3月までに他の教養学部の全5コースを修了しました。 

平成最後の3月23日の卒業式では「放送大学名誉学生」の称号をいただきました。 

振り返るとあっと言う間の18年間でしたが、放送大学に入学したことにより毎日が充実した

日々を送ることができました。何よりも一緒に学んだ学友との交流はかけがいのない宝物とな

りました。また、家族の協力なしでは18年間も学びとおすことができなかったと思います。 

放送大学の受講の中で特に印象に残っている科目について2,3お話しします。 

古い話ですが平成18年7月から10月まで「地球一周の船旅」に学友と出掛けました。8月に

ケニアから乗船の放送大学助教授（当時）の高橋和夫先生にはイスラエルやパレスチナ自治区

等中東問題について講義していただきました。 

同じく10月の太平洋上では元天文学者（故）海部宣男先生の「拡がる宇宙～太陽系からビッ

クベンまで」の話をしていただきました。18年当時は全科履修生半ばで勉学中でしたが、船旅

で受けた講義を機会に一層勉学の意欲が増し、今まで勉学が続けられてきた一因ではないかと

思います。 

最近では科目の一つで高橋和夫先生の「世界の中の日本」を受講しましたが、その中でイス

ラム教のお墓について話をしていました。場所は何と山梨県甲州市にありました。それは「文

殊院」で山梨学習センターのサークル活動の一つとして見学しました。これも放送大学に入っ

ていたから体験できたのではないかと思っています。 

また海部先生の関連では昨年面接授業で「宇宙－星・惑星・生命の誕生」（講師は長谷川哲

夫先生）を受けました。チリのアルマ望遠鏡等興味のある授業でした。これも海部先生の講座

を受けたおかげで宇宙に関心を持つことができました。 

山梨学習センターの皆様にはインターネットでの科目登録等、親切に教えていただき感謝し

ています。放送大学の学習方法はまず興味のあるものから取っていきましたので、身について

いるのかわかりませんが、印刷教材やビデオを何回も学習することで楽しく過ごすことができ

ました。また面接授業も先生の授業を直接聞くことができ、大切な時間を共有できるものでし

た。長野学習センター他浜松、東京（文京、渋谷）、埼玉に出かけましたが、それも現地に出

かける一種の緊張感もあり新鮮な気持ちで受けることができました。 

中でも長野学習センターでは、現地に着いたとたん、急激な腹痛に襲われ授業は受けられま

せんでしたが、センター長様、スタッフの皆様に大変お世話になり無事帰宅することができま

した。 

現在の日本や世界では自然の災害や、社会情勢は目まぐるしく変化しています。放送大学で

学んだことは必ずや何処かで生かしていかなければと今回改めて認識しました。これで勉強は

終わりでなく今後も興味のある授業は受けたいと思っています。また、学友との交流も大切に

参加したいと思います。 

山梨学習センターの皆様や大勢の方々に支えられてここまで来ました。健康の続く限り生涯

学習として焦らずやっていくつもりです。これからもよろしくご指導をお願い致します。 
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2019年度第１学期 単 位 認 定 試 験 

【実施期間】 

大 学 院： ２０１９年７月１９日（金）～７月２０日（土） 

教養学部： ２０１９年７月２１日（日）～７月２８日（日） 

●通信指導の添削結果は、７月上旬頃返送されます。なお、択一式科目については７月８日(月)   

 記述式科目については７月１９日（金）までに届かない場合は、放送大学本部（ＴＥＬ： 

 ０４３－２７６－５１１１（総合受付））に連絡してください。 

 通信指導の合否結果は、添削結果と同時期に送付される「単位認定試験通知（受験票）」に 

 よって通知されます。 

●新規登録科目の通信指導が未提出または添削結果が不合格の場合、次の学期に学籍がある場合 

 に限り（休学中の場合を除く）、科目登録を行わなくても次の学期に再度通信指導を受けるこ 

 とができます。 

【単位認定試験通知（受験票）】 

●試験日の約１週間前までに｢単位認定試験通知（受験票）」が送付されます。 

●通信指導に合格した場合は、当該科目の試験日時、会場が記載されています。 

●単位認定試験の出題形式は、択一式、記述式、両者併用式があり、受験票送付時に｢単位認定  

 試験時間割」を同封し、お知らせします。なお、この時間割には各科目の試験の際に持込が 

 認められる「持ち込み許可物品」（印刷教材やノート等）についても記載してありますので 

 必ず確認してください。 

●「単位認定試験通知書（受験票）」とともに『「単位認定試験受験に際しての注意事項」及 

 び「試験問題等の公表」』資料が送付されますので必ずご一読ください。 

【試験の際に持参するもの】 

【通信指導添削結果】 

 

 

 

 

「単位認定試験通知（受験票）」が７月１２日（金）になっても到着しない場合、あるいは紛

失した場合は、放送大学本部（ＴＥＬ：０４３－２７６－５１１１（総合受付））に連絡して

ください。 
 

 

 

 

顔写真が未登録の方は、出願票に添付された「写真票」または「学生生活の栞」巻末様式12

（大学院は様式11）の写真票に所要事項をご記入の上、本部学生課入学・履修係に提出してい

ただくか、システムＷＡＫABAの｢学生カルテ｣から直接顔写真の登録を行ってください。 

有効期限切れ学生証更新の場合は、山梨学習センター窓口にて古い学生証と交換で交付しま

す。全科履修生の学生証有効期限は２年間です。 

学生証を紛失した場合は、再発行を受けてください。（手数料５００円）試験当日は混み合い

ますので、試験期間前に手続きを済ませてください。 
 

 

 

 

ＨＢの黒鉛筆（シャープペンシルは使用できません）  

消しゴム 
 

 

 

 

学習センター掲示板とシステムWAKABA「キャンパスライフ→学習案内」にて、試験の約１カ

月前に公表します。また、受験票送付の際にも併せてお知らせします。 

単位認定試験通知（受験票） 

持ち込みが認められる印刷教材等 

学生証 

筆記用具 
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【試験時間】 

●試験時間は５０分です。 

●試験室には、試験開始時刻の１０分前までに入室してくだ 

 さい。 

●遅刻は試験開始後２０分まで入室を認めます。 

●試験開始から３０分経過後、終了５分前までは退室するこ 

 とができます。  

【注意事項】 

●時限・科目ごとに座席を指定しています。 

 各受験室に科目ごとの座席が表示してありますので、それに従って着席してください。 

●再試験科目と、新規登録科目の受験日時が重なった場合には、どちらか1科目を選択してくだ 

 さい。その場合、選択した科目を前もって届け出る必要はありません。 

●昼食時や試験の合間は多目的室、１階および２階の学生交流スペースをご利用ください。 

●不測の事態が生じた場合は、学習センターに必ずご連絡ください。  

※７月２６日(金) および ７月３０日(火) は、単位認定試験に伴う閉所日です。 

【成績】 

●成績の評価は、成績の優れている順に 

 Ⓐ（１００～９０点）、A（８９～８０点）、B（７９～７０点）、C（６９～６０点）、 

 Ｄ（５９～５０点）、 E（４９～０点）の６区分で行い、C以上が合格です。 

●試験結果は、８月下旬に「成績通知書」によって通知します。また、システムWAKABA「教 

 務情報 → 履修成績照会」でも確認できます。 

【再試験】 

●新規に科目登録した学期に単位が修得できなかった場合、次の学期に学籍がある場合に限り 

 （休学中の場合を除く）科目登録を行わなくても再試験を受験できます。（再試験に係る授業 

 料等はかかりません。） 

●科目登録した学期で在学期間が終了する方は、出願期間中に次の学期の入学出願を行い学籍を 

 継続すれば、再試験が受験できます。この場合の学費は、他に受講希望科目がなければ入学料 

 のみです。 

●オンライン授業科目は、通信指導及び単位認定試験を行いませんので再試験はありません。

（一部科目を除く。）単位を修得できなかった場合、再度科目登録が必要です。 

【試験問題・解答の公表】 

●試験問題を持ち帰ることはできません。１学期の試験問題は8月上旬、解答（一部を除く）は 

 ８月下旬にシステムWAKABA（「学内リンク」から遷移）に掲載、また、学習センターにて公 

 表予定です。 

  なお、学習センターにおいて試験問題、解答のコピーはできません。学習センター備え付け 

 のパソコンから、データをUSBメモリ等にコピーすることや、閲覧用の試験問題をデジカメで 

 撮影することはできます。 

  閲覧期間は約１年間です。 

≪夏季集中型科目の単位認定試験≫ 
 

●通常の科目とは異なる部分があります。「学生生活の栞」学部:P102～P104をご覧ください。 
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次 学 期 の 準 備 

次学期に履修する科目を登録してください。 

継続入学･科目登録申請のため、対象者には大学本部より各

要項が届きます。出願および申請の際は、各要項および「学生

生活の栞」を必ず参照の上、間違いのないよう手続きをしてく

ださい。 

【科目登録について】 

＜次学期に学籍のある方＞ 

 ●７月中旬に『科目登録申請要項』が、本部より送られてきます。 

 ●科目登録申請開始の８日前になっても到着しない場合、あるいは紛失した場合は、放送大学

本部（ＴＥＬ：０４３－２７６－５１１１（総合受付））に連絡してください。 

申 請 の 種 類 申 請 期 間 

システムWAKABAによる方法（面接授業含む） 
２０１９年８月１５日(木)〈9：００〉～ 

８月３１日(土)〈２４：００〉 

 科目登録申請票(郵便)による方法（面接授業含む） ２０１９年８月１５日(木)～８月３０日(金)〈私書箱必着〉  

＜２０１９年度１学期末で学籍が切れる方＞ 

 ●「継続入学用関連書類」が本部より送られてきます。 

 ●学習センターにある学生募集要項でも申請できます。 

 ●システムWAKABAのメニュー欄「継続入学申請」からも、継続出願ができます。 

 ●集団入学者または自主退学者に「継続入学用関連書類」は送付されません。 

出 願 期 間 出 願 方 法 

第１回 
システムWAKABA ２０１９年６月１５日(土)〈9：００〉～ ８月３１日(土)〈２４：００〉 

郵送 ２０１９年６月１５日(土)       ～ ８月３１日(土)〈私書箱必着〉 

第２回  
システムWAKABA ２０１９年９月１日(日)〈9：００〉 ～ ９月２０日(金)〈２４：００〉 

郵送 ２０１９年９月１日(日)        ～ ９月２０日(金)〈私書箱必着〉 

継続入学し学期当初から面接授業の登録を希望される方は2019年8月15日(木)〈9：00〉～8月31

日(土)〈24：00〉にシステムWAKABAから出願してください。出願票を郵送された場合および在

学生の科目登録申請期間外に出願された場合、面接授業(学期当初)を登録できません。 

＜卒業見込みの方＞ 

 ●２０１９年度第１学期末で卒業見込みの方は、卒業判定の結果に備えて申請することができ

ます。科目登録申請した科目は、卒業とならなかった場合のみ登録決定され、卒業となった

場合には無効(卒業を優先し、科目登録は取り消し)となります。 

  ※授業料の納付については、卒業とならなかった場合にのみ払込票が送付されます。 

 ●次学期に継続入学して再試験だけを受けたい場合は、「継続入学者用出願票」で、「今回は

再試験のためだけの出願である」に○印をしてください（科目登録は空欄のまま）。 

 ●卒業が決定した方で、引き続き学習する場合には、継続入学の手続きを別途してください。 
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事務室からのお知らせ 

【放送大学エキスパートの認証状を取得された方】（敬称略） 
 

  氏   名       認 証 状 の 名 称          認証日 

 鷹 野 友 紀    心理学基礎                 2019.2.28 

 原   英 俊    食と健康アドバイザー            2019.2.28 

 小 野 千鶴子    臨床心理学基礎               2019.3.31 

 清 水 愛 子    心理学基礎                 2019.3.31 

 矢 野 仁 美    次世代育成支援・食と健康アドバイザー    2019.3.31 

 由 井   護    自然系博物館活動支援            2019.3.31 

 酒 井 ゆり子    自然系博物館活動支援            2019.4.30 

【山梨学習センター学習奨励賞受賞者】 

 単位認定試験受験、図書・視聴学習室の利用等には「学生証」が必要です。 

＜新入学生･有効期限切れの方＞ 

 学習センター事務室で入学許可証持参もしくは期限切れの学生証と引換に 

 新しい学生証を受け取ってください。全科履修生の有効期限は2年間。 

 新入学・自動更新の場合、手数料はかかりません。 

 ※大学本部へ写真票を提出していない方は、大学本部へ写真票を郵送するか、 

  システムWAKABAより写真の登録を行ってください。(発行までに約3週間かかります。) 

＜再発行＞ 

 「学生証再発行願」に必要事項を記入の上、手数料(500円)を添えて学習センター事務室で 

 手続きを行ってください。 

 詳細は、『学生生活の栞』学部:P20/大学院:P26をご覧ください。 

＜顔写真の更新＞ 

 システムWAKABAに顔写真が登録済みで、次学期も学籍があり、学生証の有効期限が２か月 

 以内に切れる方は顔写真を更新登録できます。詳細は『学生生活の栞』学部:P18/大学院:P24  

 をご覧ください。 

 単位認定試験では学生証の顔写真と受験者を確認します。 

学生証   
放送大学 

 

【学生証の受け取りをお忘れなく】 

山梨学習センター学習奨励賞は以下に該当する皆様におくられます。  

 1.複数コース(専攻を含む。)を卒業又はプログラムを修了した者 

 2.科目群履修認証制度により認証状を取得した者（＝エキスパート） 

 3.その他不断の努力により表彰に値すると所長が認めた者 

山梨学習センターに駐車場はありません。甲府駅から学習センターまで徒歩約20分です。

バス利用の場合は、山梨交通甲府駅北口２番乗り場から「武田神社行」、または「積翠寺行」

に乗車し、「山梨大学」で下車してください。 

山梨大学の駐車場を借りる方は「山梨大学総合案内所」に申し出てください。２００円/回 

【駐車場】 
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公 開 講 座 

※は、韮崎市立大村記念図書館および山梨大学との共催です。 

お知り合いにもお声がけください。事前申込み不要 

 ８月１３日～１５日を臨時閉所日とします。１１日(日)山の日～１５日(木)まで５連休とな

り、学生のみなさまにご不便をおかけしますがご了承ください。 

【学生募集】 

【臨時閉所日】 

 ２０１９年度第2学期、教養学部および大学院の学生を募集しています。（２０１９年９月 

２０日私書箱必着） 

 卒業・在学期間満了となる方には継続入学をお勧めします。 

 お知り合いに放送大学にご興味をお持ちの方がいらっしゃいましたらご紹介ください。 
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所長・客員教員 推薦図書 
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本表は、所長及び客員教員からの推薦に基づき配架した図書の一覧です。 

山梨学習センター視聴学習・図書室にて閲覧することができます。どうぞご利用ください。 
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2019年7月～9月 スケジュール 

７  月 ８  月 ９  月 

1 月 閉所日 1 木  1 日  

2 火  2 金  2 月 閉所日 

3 水  3 土  3 火  

4 木  4 日  4 水  

5 金  5 月 閉所日 5 木  

6 土 面接授業 6 火  6 金  

7 日 面接授業 7 水  7 土 臨時閉所日（停電） 

8 月 閉所日 8 木  8 日  

9 火  9 金  9 月 閉所日 

10 水  10 土  10 火  

11 木  11 日 閉所日（山の日） 11 水  

12 金  12 月 閉所日 12 木  

13 土  13 火 臨時閉所日 13 金  

14 日  14 水 臨時閉所日 14 土  

15 月 閉所日（海の日） 15 木  15 日  

16 火  16 金  16 月 閉所日（敬老の日） 

17 水  17 土  17 火  

18 木  18 日  18 水  

19 金 単位認定試験(大学院) 19 月 閉所日 19 木  

20 土 単位認定試験(大学院) 20 火  20 金 ２学期出願第２回締切 

21 日 単位認定試験(学部) 21 水  21 土  

22 月 閉所日 22 木  22 日  

23 火 単位認定試験(学部) 23 金  23 月 閉所日（秋分の日） 

24 水 単位認定試験(学部) 24 土  24 火  

25 木 単位認定試験(学部) 25 日  25 水  

26 金 臨時閉所日 26 月 閉所日 26 木  

27 土 単位認定試験(学部) 27 火  27 金 単位認定試験(看護) 

28 日 単位認定試験(学部) 28 水  28 土 単位認定試験(看護) 

29 月 閉所日 29 木  29 日  

30 火 臨時閉所日 30 金  30 月 閉所日 

31 水  31 土     

教員免許更新講習 

    修了認定試験 

教員免許更新講習 

    修了認定試験 

学位記授与式 

入学者の集い 

臨時閉所日 

次学期科目登録開始 

次学期科目登録締切 
  (郵送)私書箱必着 

同上(Web)24:00まで 
２学期出願第１回締切 


